コウコウ ホケン タイイクカ ニオケル タンキュウガタ ガクシュウ ノ ジュギョウ ズクリ by 佃  悠帆
高校保健体育科における探究型学習の授業づくり
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及て矧究の背景
21世紀は， i知識基樹士会」と言われている。
第2期教育振興基本計画においては，我が国の児
童生徒の学力の現状について，基礎的・基本的な
知識・技能の習得については，個別に課題はある
ものの一定に成果が認められると報告している。
一方で，思考力・判断力・表現力等が課題である
とされている。多様で変化の激しい社会で生き抜
く力を養成するために，個々の能力や特性に応じ
た学びを通じて基礎的な知識・技能の確実な習得
や，手どもたち同士の学び合い，さらには学校内
外の様々な人々との協働学習や多様な体験を通じ
た課題探究型の学習など，新たな形態の学習の推
進が求められている。
これからは基本的・基礎的な知識・技能の「習
得」にとどまらず，それらを「活用」する力を育
成し，その上で，主体的に学習に取り組む態度，
すなわち自ら課題を設定し，自ら学び主榊句に課
題を解決していく「探究Jする力を育成していく
ことが求められる。
また，平成 20年中央教育審議会答申において
も， i習得・活用・探知の考え方が示された。そ
こでは，以下のような学習活動が重要であるとさ
れている。
①体験から感じ取ったととを表現する。
②事実を正確に理解し伝達する。
③概念・法則・意図などを解釈し，説明したり活
用したりする。
④情報を分析・評価し，論述する。
信戸品題について，構想を立て実践し，評価・改善
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する。
⑥互いの考えを伝え合い，自らの考えや集団の考
えを発展させる。
これらの背景を受け，第6次山形県教育振興計
画(掃においても，小・中・高等学校を通じて，
基礎的・基本的な知識・技能の習得とそれらの活
用を基盤として，児童生徒が自ら課題を見つけ，
自ら考え主体的に解決していく力を育成するため
に「探究型学習」が提唱されている。
筆者は，教職専門実習Eを通し，生徒が受身の
姿勢で授業に臨んでいることが課題だと感じた。
その学びの姿勢を改善し，高校保健体育科の究極
目標である「明るく豊かで活力ある生活を営む態
度の育成」を達成することができる，有効な「探
究型学習」を中心にした授業を作ることを，本研
究の目的とする。
(2)研究の方法
本研究の方法は，教職専門実習Eにおける知識
構成型ジグソー法(以下「ジグソー法J)を用いた授
業実践において以下の3点から考察を行う。
①生徒の授業前後の学習プりントの記述の変化
@凝業中の生徒の発言
@連受業を受けた生徒の感想
2 先行研究の検討
(1)探究的な学習とは
平成 21年改訂高等学校学習指導要領解説総合
的な学習の時間編によると，探究的な学習とは，
q濃題の設定②情報の収集@漕理・分析④
まとめ・表現といった4段階の学習過程が繰り返
される学習であるとした。
また，問題の解決ヰ場閉括動の過程においては，
他者と共同してH摘を解決しようとする学習活動
や，言語により分析したり，まとめたり表現した
りするなどの学習活動方苛子われるように留意する
ことも示された(図1)。
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図l 探究的な学習における生徒の学習の姿
(2)探究型学習と保健体育科学習指導要領
立木 (2013)によれは昭和田年の学習指導要
領改訂を契機に.r生涯スポーツの基礎教育」とし
ての体育の考え方が重視されるようになり，現在
に至っているという。つまり，全員の子どもが運
動を好きになり，生活の中に運動を取り入れ，運
動に親しみ，一生涯，運動を実践・継騰する資質・
能力を身につけようとする体育の考え方である。
そのため，ゲームの魅力守護しさを味わわせるた
めに，最低限の内容を習得ぞ習得型学習)させて
から，個々やチ}ムごとに課題(めあて)を設定
させ，解決していく学習 G架究型学習，課題解決
学習)が重要となる。また，探筑型の学習を前提
とした習得型の学習を進めていく上で犬切なこと
は，個々やチームとしての融関識，課題意識を
持たせ，設定した課題を自発的・主体的に意欲を
もって解決していく学習を促す指導が，今まで以
上に重要になることを倉頓に置くことの必謝生も
示している。
(3)探究型学習の実践
京都市立堀
「人間探究科Jr自然探境罪刑~J を開設し，探究活
動に力を注いだ高校で，国公立大学合格者を 30
倍に伸ばした学校としても有名である。
荒瀬包007)は「知識習得型」とは，極端にな
ると詰め込み型の勉強であり『課題探究型Jは，
自ら考えて取り組む勉強と区分している。どちら
が犬切カ哨じられがちだが，どちらか一つを遺ぶ
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ようなものではなく，習得した知識があるからこ
そ，それを使って自分で課題に取り組んでいくこ
とができ，さらにまた次の課題に取り組んでいる
うちに，さらに新しい知識を習得することができ
ると述べている。 2つは相乗関係でふくらんでい
くものであり，どちらも必要でお互いを高め合う
関係であることが望まし1'0この考え方は，文部
科学省の示す容申においても，基礎的・基本的な
知識・技能の育成摺得型教育)と，自ら学t}:考
える力の育成傑究型教育)とは，対立的あるいは
二者択一的にとらえるべきものではなく，この両
者を総併比育成することが必要であると述べら
れている。
3 聾践と結果(明らかになったこと)
教職専門実習Eでは，山形県内A高校で授業実
践を行った対象生徒は第1学年の生徒37名(男
子15名，女子22名)で，保健(1)現代社会と健康
イ健康の保持増進と疾病の予防の単元(8時間扱
い)で.r.感染症・エイズとその予防Jを扱った。
本授業では.1時間という短い時間で，生徒の
探究型学習に必要:な責任感を高め，明確な目的意
識のもとに主体的な学びを促し『探究の方法・型J
を確実に習得させること，また生徒の探究するこ
との達成感キ満足感を高めるため，ジグソー法を
用いた授業を行った。
ジグソー法とは，多様な考え方を生か寸協調学
習である。あるテーマについて複数の視点で書か
れた資料をグル}プに分カ寸もて読み， 自分なりに
納得できた範囲で説明を作って受換し，交換した
知識を統合してテーマ全体の理解を構築したり，
テ}マに関連する課題を解いたりする活動を通し
て学ぶ学習方法のひとつである。
本授業では，単元の終末に行う発展的な学習の
取り組みとして，以下の課題に取り組ん尤
欧米では， HIV感染者・エイズ愚者ともに誠少傾向にある
が，日本で出動同報いているa 今低日本でも滅少させ
ていくために，個人でできること特性に求められている
ことはなんだろう?
この課題を解決するために，以下の3つの視点
から日本でエイズ感染者やエイズ患者が増えてい
る要因についての資料を担当した後，知識を吏換
する活動を行った。
①日本のエイズに関する認知度の低さについて
②日本のHIV感染者・エイズ患者に対する人権侵
害問題について
③日本におけるエイズに対する社会的な取組みの
少なさについて
(1)学習プリントの前後比較から
本時は，単元の終末であり，以前の授業「現代
の感染症」と「感染症の予防」との関連を図りな
がら，最初に持っている知識の範囲で，課題につ
いて考え，責述させた。そして，ジグソー法を用
いた授業の最後に，再び同じ課題についてのそれ
ぞれ解容を記述させ，その学習プリントの変化か
ら生徒の学びについての検討を行った。
以下は，生徒の授業前後の学習プリントの記述
内容である。
生徒Aの授期首の学習プリント
《個人でできること》
・性制刻虫をしな川
《祉会に求められていること〉
一記入なし一
生徒Aの授業封愛の学習プリント
《個人でできること》
・進んで「旧V抗体検査受診'Jを受けたりする。
・エイズ=性の感期首気という問瞳った知識をなくす。
.もう少し危雄曙をもつこと。
《祖会に求められていること》
・国家がもっとエイズ対策をして，それを継続していって
ほ;しし、。
生徒Bの授絹官の学習プリント
《個人でできること》
• HIVの検査を早めにうける。
《粧会に求められていること》
一記入なし一
生徒Bの授業後の学習プリント
《個人でできること》
• HIVの正しH育報を入手する。
• HIVで差別しない。
• HIVは身近にあるものと自覚する。
《社会に求められていること}>)
・正しい情報を粥言する
-HIVに対する学習をおろそかにしてはいけなし、。
授業後の事後研においては，生徒聞で積極的に
知識の交換があったことや，単元の終末における
発展的な問題に対しても，意欲を持ち取り組んで
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いる生徒の姿が見られたことが取り上げられた。
(2)生徒の授業中の発言から
本授業は，教師主導ではなく，生徒問相互の対
話によって授業が進められた。その対話の中から
も，生徒の学びについての検討を行った。
ある男子生徒 Cは， rエイズって女の人しかな
らないんでしょ ?J といった質問をグループ内で
投げかけた。誤った知識をグループ内で共有し訂
正することで， rエイズは男女ともに感染の可能性
がある病気である」という正しい知識を習得する
ことができた場面が見られた。
(3)ジグソー法を用いての授業に関する感想
授業後，生徒にジグソー法を用いた授業を受け
てみての感想を責強させた。生徒の感想からは，
以下のような肯定的な意見が全体の 84%と多く
見られた。
生徒D:r先生の話を聞くだけの授業だと黒板を写すのに意
識がいってしまい，あまり授業の内容を拒握でき
ないことが多いが，今回は自分で考えたり，周り
からの情報を集めることができ，授業内容に関心
が持てた。」
生徒E:r自分治判目手に説明しなければならなかったので内
容をよく理解しようと自分で読みとったり考え
たりできて良かった。」
生徒F:r今までの授業と比べ，自分で考えるカキ説明する
カがしっかり作ることができたと思いました。班
の人への説明が難しく大変でしたが，すごくよか
ったと思いました。」
生徒GJ人の言葉で説明を聞いたので紙で見るよりも分か
りやすく，大事な部ゆだけが分かりました。」
生徒H:r.班でやるとうるさくなったり話しに参加しない人
がいるけど，今日のジグソー法は一人ひとりが話
し合いに参加していたので良かったと思った。」
このように，肯定的な意見からは，学習内容に
対する関心や学習意欲が向上していることが感じ
られる。
一方で，改善点を示した意見を書いた生徒も一
部いた。
生徒 1: r私の行ったグJv-プは活気がなく楽しくなかっ
た。人がよければ楽ししU
自分が担当した部分の説明が終着点となり，最
終的な課題を検討できずに終わってしまうグルー
プも見られた。そのグループにいた生徒Iは，課
題解決に至らず，活動への物足りなさを感じてい
る感想を記述していた。
4 考察
(1)学習プリントの前後比較から
生徒A，Bの授業前の学習プリントの記入からは，
「現代の感染症Ji感染症の予防」の単元でも学習
した知識がありながら，発展的な問題へ応用して
いる様子は，ほとんど見られなかった。
しかし生徒は， HIV感染者やエイズ患者が増加
している原因や，日本の現状・実態を3つに分か
れて調べ知識を共有する探究的な学習を行うこ
とによって，個人でできることや，社会に求めら
れていることについての理解や、その過程で生ま
れた思考・判断が，授業の前後での質・量ともに
変化した学習プリントの比較から，確認された。
その結果，発展的な課題に対して 70%の生徒が，
具体的な解答を記述できるようになった。
また知識を共有し，解容を導き出すだけでなく，
生徒Aの「もう少し危機感をもつこと」や，生徒
Bの旧IVは身近にあるものと自覚する」といった
角轄から，感染症と自己を結びつけて考えるよう
になったことも示唆される。生徒九Bを含め38%
の生徒が，自己と感染症を結び付けた解答をして
いる。思考力・判断力・表現力を用い，知識と自
己の生活を結ぶことのできる可能性についても
「探究型学習」の効果として感じられた。とれら
は， I明るく豊かで活力ある生活を営む態度を育て
る」という教科の閏標を達成するための足がかり
となったと考えられる。
(2)生徒の授業中の発言から
エイズは男女ともに感染する危険性のある病
気であるという学習は事前に行ったが，生徒Cは，
「エイズって女の人しかならないでしょ ?Jと質
問を投げかけた。その結果，生徒Cは，グループ
内の生徒に， rエイズは男女ともに感染の可能性が
ある病気である」ということを教えてもらい，正
しい知識を習得することができた。
以上の生徒の姿から，探究的な学習は，発展的
な問題を解決する過程で，改めて知識を定着させ
ることや，確かな知識のもとで，発展的な問題の
解決に繋がるようになる場面であった。
(3)ジグソー法を用いての生徒の感想から
ジグソー法を用いた授業を受けた生徒の感想か
らは，生徒Dや生徒Hの感想のように，一斉授業
と比較し，授業内容に対する関心や，学習意欲を
高める効果があることが分かった。また，生徒 E
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や生徒F，生徒Gの感想からは，教師主導で生徒
が闘き役に回る一斉授業ではなく，相手に分かり
やすいように伝える，相手から分かるまで聞くと
いう過程を経ることが，自己の学習内容に対する
理解を促すことが，明らかとなった。
一方で，否定的な感想からは，グループ構成を
事前に考慮する必要性が示唆された。
5 到達点と課題
教職専門実習Eにおける授業実践では，探究的
な学習を導入することで，知識を共有し，単元の
終末に取り組む発展的な問題も，具体的な解容が
記入できることが，学習プリントの変化から分か
った。その背景として，相手に分かりやすいよう
に伝える，相手から分かるまで聞くという過程を
経ることで，授業内容に対する関心や，学習意欲
が向上した生徒の姿が見られた。
また，知識を共有し解答を導き出すだけではな
く，知識と自己の生活を結ぼうとする姿も見られ，
「明るく豊かで活力ある生活を営む態度を育て
るj という教科の目標を達除する可能性について
も「探究型学習」の効果として言及した。
しかし，本実践は， I探究型学習」の型として
ジグソー法を用いた1時間の実践である。複数時
間連続した探究的な学習の実践を行い，生徒の学
びの姿の変容を検討していくことが今後の課題と
して挙げられる。その際，生徒のレディネス等を
把握した課題設定，個人の興味のあるテーマを選
んだ学習，共通の疑問を持った生徒を 1つのグル
ープとしての実践を行うなどの工夫が必要である。
また，保健における実践のみとなってしまった
ため，体育における探究型学習についても，実践
し，高等学校保健体育科における「探究型学習」
について考察していきたし九
引用・参考文献
荒瀬克己似YJ7)W奇跡と呼ばれた学校国公立大
合格者30倍のひみつ~，朝日新聞社
文部科学省(2009) W平成21年改訂高等学校学
習指導要領解説保健体育編・体育編』
文部科学省(2009) W平成21年改訂高等学校学
習指導要領解説総併句な学習の時間』
立木正包ω1)1:授業改善を図る体育科授業研究J，
『日本教科教育学会誌~ ，第35巻，第4号，
pp.99-103 
